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　有孔虫や放散虫などの微化石を用いた古環境復元研究
を行う上で，生態についての知識が必要不可欠であるが，
その蓄積は必ずしも十分ではない．我々は室内飼育実験
による現生浮遊性有孔虫の生態研究を行っている．飼育実
験のメリットは，個体の生きている姿を目のあたりにで
きることのみにとどまらず，任意の水温や塩分，pHなど
の環境を継続的に作り出し，生体の応答を逐一観察し記録
することができる点にある．これによって飼育・成長した
個体の形態計測や炭酸塩骨格の化学分析を行い，観測され
る海洋の物理化学的パラメータと比較することによって，
過去に応用できる古環境代替指標（パレオプロキシー）の
開発および高精度化が期待できる．ここではこれまでに得
られた生体の映像の一部を紹介する．飼育法については，
松岡（2002），Kimoto .（2003）を参照されたい．浮
遊性有孔虫の行動様式を記録した成果は，動画DVD「浮
遊性有孔虫の生態」として出版している（実費にて頒布，
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　また，筆者らはプランクトン研究のワークショップを
沖縄で毎年開催しており，試料採取から観察・飼育実験ま
でさまざまな講習も実施している（連絡先：松岡　篤　
matsuoka@geo.sc.niigata-u.ac.jp）．
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図１．仮足を伸ばした  (Parker and Jones)．
健康な個体は仮足(rhizopodia)を全周方向に伸長し，原形質
(cytoplasm)がすべての石灰質の殻室（チェンバー）を充填してい
る．浮遊性有孔虫の原形質は通常，写真のような赤茶色をしている
が，海域や季節によっては黄緑色を呈する場合がある（スケールは
300 µm）．

図２．放射状に仮足を伸ばした （d Orbigny）．
仮足はそれぞれを複雑に分岐・融合させることができ，捕食，排泄，そ
して棘状突起（スパイン）の形成などに用いられる．仮足の全長は数ミ
リメートルにまで達することがある（スケールは200 µm）．
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図３．餌として与えた動物プランクトンの （鰓脚類・写真下）を
捕らえた （Brady）．有孔虫本体の数倍の大きさ
の動物プランクトンを捕食しているようであるが，浮遊性有孔虫が広げ
た仮足や棘状突起（スパイン）までも含めると全長は数ミリメートルの
長さに達するため，浮遊性有孔虫のほうがむしろ大きいといえる．スパ
インと仮足は餌を捕らえるための「網」のような役割も担っていると考
えられる（スケールは300 µm）． 図 ４． コ ペ ポ ー ダ（ カ イ ア シ 類 ） を 捕 食 中 の

（Brady）．高い粘着性のあ
る仮足で餌となる動物に触れると，ただちにこれを
引き寄せる．仮足はカイアシ類の体内に侵入し，そ
の体組織を吸収する．浮遊性有孔虫はこのように運
動性の高い動物プランクトンでも容易にとらえるこ
とができる（スケールは300 µm）．

図５．無数の共生藻をつけた
（Brady）．海洋のごく表層に棲息する浮遊性有孔虫に
はこのように体内（細胞内）に共生藻をもつ種類が
いる．スパインの表面を流動する原形質とともに共
生藻を殻外部に露出させる．彼らがどのような共生
関係を結んでいるかはよくわかっていない（スケー
ルは200 µm）．

図６．泡嚢（Bubble capsule）を殻のまわりにまとって浮遊する
（d Orbigny）．この泡嚢は原形質からなっており，

殻全周に展開し浮遊を行うが，この泡嚢は殻の中に回収されることもあ
る．このような泡嚢を作り出すのは，現生種では本種でのみ確認されて
いる（スケールは500 µm）．


